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新しい公共支援事業の成果等報告

（業務を受託した中間支援組織等分）

１．成果等報告

受託業務名 [提案方式導入] 新しい公共を支える資源循環の基盤づくり事業

事業の種別 ☑活動基盤整備支援 □寄附募集支援 □融資円滑化支援 □利子補給 □その他

（複数回答可）

受託者名 特定非営利活動法人みえきた市民活動センター

実施期間 平成２４年４月１日～平成２４年９月３０日

※ 契約期間：平成２４年４月１日～平成２５年３月２９日

（事業開始：平成２３年１０月１日～）

受託金額 ７，５００，０００円

受託内容 管内ＮＰＯと連携して、「小さな市民活動応援基金を作る会」を立ち上げ、ＮＰＯに

対する寄付金を集めるインフラを整備する。また、ＩＴを活用して市民活動を身近

に感じてもらえるように、地域に情報発信をおこなう。

■平成２４年度に達成しようとする成果

基金が本格的に活動するための体制を確立する。

※ 支援の効果、今後の展望等のアウトカムとともに、自己評価を記載してください。

事業開始以来１０回にわたって毎月開催してきた「基金をつくる会」が、当期に「き

らきら基金運営委員会」となって３回の会議を行いました。また、毎週のインター

ネットラジオ放送のゲストが７８人となり、毎月３０００部発行のまちのかわらば

んも１１ヶ月を越えました。その他のさまざまな情報発信に加えて、実際にきらき

ら基金をアピールする助成事業を行って活動が裏付けられたことで、やろうとして

いることやきらきら基金を認めてくれる人たちが出て来ました。聞いたことがある

という人たちの中に、まだ少ないかもしれませんが知っているよと言ってくれる人

たちが出て来ました。また、もっと少ないですが、７０人ほどの人たちからは「寄

付したよ」と言ってもらえる状態になりました。ここまで活動と情報を露出して、

やっと少し、地域で市民活動に関わる人たちから「見られる対象」になったという

実感があります。

得られた成果

及び自己評価

評価ラ

ンク

□Ｓ：特に優れた成果が得られた □Ａ：優れた成果が得られた ☑Ｂ：一定の成果

が得られた □Ｃ：限定的であるが成果が得られた □Ｄ：成果が得られなかった

（該当する評価にㇾ を付けてください。）

２．添付書類

その他参考となる書類 なし ※ 都道府県において適宜設定すること。
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